「確信・祈り・まなび」  （ベック兄）
  イエス様を受け入れた人は聖霊の宮です。聖霊は、イエス様から離れられない。聖霊はイエス様の御霊と呼ばれています。聖霊の働きによってのみ、イエス様の成し遂げられた救いは人間のものとなります。

御霊を持たない人は、イエス様のものではない。すなわち救われていないと、聖書ははっきり言っているのです。ですから、救われるために教会に行かなくても良いし、多くの聖書の知識を得なくても良いのです。洗礼を受けるのも、もちろん必要条件ではない。「憐れんでください。恵んで下さい。赦してください。」、この態度をとれば人間は神殿となり、聖霊の宮となるのです。
信じた瞬間に、聖霊の証印を受けたとはっきりパウロは言ったのです。これは、真実な主の保証ですから、これほど確かなことはありません。イエス様は我々の罪を負って、我々の身代わりに、聖なる神の刑罰を受けてくだっさったのです。そして、十字架の死後、3日目に墓を破って甦り、ご自身が、神の御子であることを立証されたのです。信仰、確信の土台とはみことばです。そして、聖霊の働きによりみことばは生きたものとなるのです。確信を持つことこそが、最も大切なのではないでしょうか。確信を持てない人は、喜びもないし、本当の平安もないし、生きる希望もあり得ないからです。自分の国籍は、もう天国です。この確信こそが、大切です。
そして、第二番目に大切なのは、祈ること。主に叫ぶことです。何でもイエス様に話すことです。主に頼ることです。人間は、頑張るか祈るか。疲れても良いと思えばがんばってがんばる。けども精神的に疲れないために祈る必要があります。祈ることとは、主にまかせることです。自分にとって耐えれない。もう疲れたからおまかせします。

ピリピ人への手紙4:6-7

6 何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。 

7 そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

今まで祈ったことがないので、どう祈ったら良いのだろうかと戸惑います。でも、むつかしいことではありません。「あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。」とあるように、思いのままを述べれば良いのです。型にはまった祈祷文などを暗記することは、全く無意味です。今の気持ち、今の願いをそのままに言うのです。本当に祈りのできるのは、祈りを受けて下さる主と交わることができる者です。神の子とされた者は、神である父と自由に交わることができるのです。ですから本当に祈ることができます。祈りには、個人の祈りと、公の祈りがあります。どちらも本当に大切です。言うまでもなく、最も大切なのは、個人の祈りなのではないかな。

マタイの福音書6:6

6 あなたは、祈るときには自分の奥まった部屋にはいりなさい。そして、戸をしめて、隠れた所におられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れた所で見ておられるあなたの父が、あなたに報いてくださいます
個人の祈りについて、このように言われました。主は、直接に答えてくださる。これは、ひとりで主と交わる祈りです。何を言っても、もちろん良いのです。やさしい主の胸によりかかって、心の内をすべて打ち明けるように、何もかも言ってしまえば良いのです。何も言わなくても良いのです。私たちが言い表すことによって、大いに教えられ、導かれ、祝福を受けるのです。祈りの言い表しとは、結局、信仰のあらわれでなければならない。信仰があれば、主は恵んでくださる。けど、個人の祈りだけではなく、ほかの人々との祈りも大切です。

マタイの福音書18:19

19 まことに、あなたがたにもう一度、告げます。もし、あなたがたのうちふたりが、どんな事でも、地上で心を一つにして祈るなら、天におられるわたしの父は、それをかなえてくださいます。 

これを読むと、いっしょに祈ることも大変大切です。でも、いつも一緒だけ、人間の前の祈りになれば、ちょっと問題です。一緒に祈っても、隣の人が何を考えてるのか、どういうふうに受け取るのか、別に考えなくて良い。大切なのは、やっぱり主の前に黙想すること、そしていっしょに祈ってる人々と、心をひとつにすることです。数人で、もっと多くても良いのですけど、心をあわせて祈ることは、本当に大切です。初代教会の人々は、ようく一緒になって、祈り、心から叫んだのです。個人の祈りと、また違った祝福を必ず得ます。初めてこのような公の祈りに参加する時、誰でも緊張するものでしょう。他の人々に笑われないように、上手に祈らなくちゃならないと思えば、ちょっと気の毒です。

祈りは、美辞麗句で語る必要は少しもありません。主は、真心から得る真実な言葉を喜ばれます。初めてみんなの前で声を出して祈るとき、確かにむつかしいと思うでしょう。でも勇気を出してやってみると、案外楽にできるものです。そして次からは、安心して祈るようになるのではないでしょうか。最初は、短く、ほんの一言でも良いでしょう。短いとは、恥ずかしいなどと思わないでください。現実は、どうであれ、主は約束したから、主はうそつきじゃないから、お願いしますじゃなくて、感謝します。この態度をとることこそが、最も大切です。

ですから、イエス様はよく、「あなたの信じた通りになる。」と言われたのです。信じれば神の栄光を見ると約束されています。主イエス様の御名によって祈りましょう。また、主の愛と、主の全能を信じて、信仰によって祈りましょう。祈りは信じる者の呼吸のようなものだと言われています。祈りの人は、主の御心を知るようになり、霊的に成長するようになり、主の栄光を現す者となります。まず、大切なのは、はっきりとした確信を持つこと。確信の土台とは、人間の中にあるものではなく、みことばであり、主の約束です。

第三番目に大切なのは、まなび、まなぶことです。次のように言われました。

マタイの福音書4:4

4 イエスは答えて言われた。「『人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出る一つ一つのことばによる。』と書いてある。」 

みことばは食物です。信者が、もし聖書を読まないと、霊的に成長しません。
ローマ人への手紙10:17

17 そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、キリストについてのみことばによるのです。 

信仰の土台はみことばであり、このみことば聞き、受け入れることこそが大切です。聖書の中である所で、食べることと言っています。

・はっきりした確信を持つこと。

・まごごころから、祈ること

・素直に、みことばに頼ること。

主を受け入れることは信ずることであり、受け入れ信ずることは、神の子供となることです。いつか、なるであろうということではなく、受け入れた、今神の子供です。すべては、聖書、神のみことばにかかっています。我々の感情はうつろいゆくものです。今日、救われたと思っても、明日にはまた違って感じるかもしれない。感情にこだわらないでください。みことばにだけ頼ってください。主の言っていることを信ずることができる。主は、信頼できるお方です。うそを、知らないお方です。書かれていることを、信じなさい。これこそが、使徒たちの勧めの言葉でした。主の言葉は、決して変わることはない。

わかったから信ずるのではない。何かを経験したから救われたのではない。みことばが書かれているからです。確信を持ちなさいの意味は、「みことばにだけ、頼りなさい。」です
